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創世記から始める神さま理解 

第８回 律法②〜２種類の完全を見る神 

 

I. 完全になるようにと命じられている私たち 

A. イエス自身の言葉 

ですから、あなたがたの天の父が完全であるように、完全でありなさい。 

      （マタイ 5:48） 

B. 使徒らの言葉（９回） 

私たちはこのキリストを宣べ伝え、あらゆる知恵をもって、すべての人を諭し、

すべての人を教えています。すべての人を、キリストにあって成熟した（完全

な）者として立たせるためです。  （コロサイ 1:28） 

C. この完全をどう理解する？ 

1. キリストの福音を聞いた人の多くは、旧約聖書に通じたユダヤ人 

2. ギリシア人やローマ人など、旧約聖書に精通していないクリスチャンもおり、

そうした人たちを念頭に書かれた書もあるが、ユダヤ人である主イエスはユ

ダヤ人に対して福音を語り、その福音を伝えていった使徒らは全員ユダヤ人

であり、新約聖書書簡の多くは、旧約聖書を前提に書かれている。 

3. 主イエスと使徒らは、旧約聖書が描く「完全」を語っていたので、旧約聖書が

示す「完全」の意味を探っていく 

II. 旧約聖書で意味されている完全 

A. トム（単数系 תֹּם）、タミーム（複数形 תָּמִים） 

1. 基本的な意味：傷ひとつない、完璧 

2. 神について（６回） 

主は岩。主のみわざは完全。まことに主の道はみな正しい。主は真実な神

で偽りがなく、正しい方、直ぐな方である。 （申命記 32:4） 

3. ささげ物について（48 回） 

あなたがたの羊は、傷のない一歳の雄でなければならない。それを子羊

かやぎのうちから取らなければならない。 （出エジプト記 12:5） 

4. 人について（38 回） 

あなたは、あなたの神、主のもとで全き者でなければならない。 

     （申命記 18:13） 

私は主に対して全き者。自分の咎から身を守ります。（Ⅱサムエル 22:24） 
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もしあなたが、あなたの父ダビデが歩んだように、全き心と正直さをもっ

てわたしの前に歩み、わたしがあなたに命じたことすべてをそのまま実

行し、わたしの掟と定めを守るなら、（Ⅰ列王 9:4） 

主よ 私を弁護してください。私は完全（新改訳 2017 では「誠実」）に

歩み よろめくことなく 主に信頼しています。 （詩篇 26:1） 

まことに 神である主は太陽 また盾。主は恵みと栄光を与え 完全（新改

訳 2017 では「誠実」）に歩む者に良いものを拒まれません。（詩篇 84:11） 

B. シュルム（ שׁלם、平和を意味するシャロームと関連する語） 

1. 基本的な意味：十分に満ちている、欠けが無い、十分に安心できる 

2. 人の心に関して（15 回） 

あなたがたは、今日のように、私たちの神、主と心を一つにし、主の掟に

歩み、主の命令を守らなければならないのです。」 （Ⅰ列王 8:61） 

彼は、かつて自分の父が行ったあらゆる罪のうちを歩み、彼の心は父祖

ダビデの心のように、彼の神、主と一つにはなっていなかった。 

      （Ⅰ列王 15:3） 

「ああ、主よ、どうか思い出してください。私が真実と全き心をもって、

あなたの御前に歩み、あなたの御目にかなうことを行ってきたことを。」

ヒゼキヤは大声で泣いた。   （Ⅱ列王 20:3） 

3. 一般的な事柄に関して（11 回） 

あなたには、完全で正しい重り石と、完全で正しい升がなければならな

い。あなたの神、主があなたに与えようとしておられるその土地で、あな

たの日々が長く続くようにするためである。 （申命記 25:15） 

主があなたのしたことに報いてくださるように。あなたがその翼の下に

身を避けようとして来たイスラエルの神、主から、完全な（新改訳 2017

では「豊かな」）報いがあるように。」    

 （ルツ 2:12） 

主はこう言われる。「ガザの三つの背き、四つの背きのゆえに、わたしは

彼らを顧みない。彼らがすべての者を捕囚の民として捕らえ移し、エド

ムに引き渡したからだ。    （アモス 1:6） 

C. まとめ 

1. 神は、人に２種類の完全を求めている 

a) 神から見て傷一つ無い（トム、タミーム）という意味での完全（その人自
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身が完全） 

b) 神から見て十分に満足できる状態（シュルム）という意味での完全（その

人と神との関係が完全） 

2. しかし、人は神ではないので、神が満足できるレベルの傷一つ無い完全さ（ト

ム、タミーム）、また神を完全に安心させるレベルの完全な関係（シュルム）

を持つことは不可能 

3. そのため、神が人に求めておられる完全状態に到達することは出来ないとい

う心苦しさに追い込まれる 

4. その一方で、いくつか失敗のあった（傷のついた）ダビデは、傷一つ無い完全

であったとも称されている 

5. 傷のある歩みをしていたダビデであるのに、傷一つ無いとは、これいかに？ 

III. 旧約聖書が示す「完全」の理解で読む新約聖書 

A. テレイオス（τέλειος、完全、名詞） 

1. 基本的な意味：完全 

2. 神に関して（1 回） 

ですから、あなたがたの天の父が完全であるように、完全でありなさい。

      （マタイ 5:48） 

3. 人自身に関して（9 回） 

ですから、あなたがたの天の父が完全であるように、完全でありなさい。

      （マタイ 5:48） 

私たちはこのキリストを宣べ伝え、あらゆる知恵をもって、すべての人

を諭し、すべての人を教えています。すべての人を、キリストにあって完

全な（成熟した）者として立たせるためです。 （コロサイ 1:28） 

4. 人の行為に関して 

兄弟たち、考え方において子どもになってはいけません。悪事において

は幼子でありなさい。けれども、考え方においては完全（大人）になりな

さい。（Ⅰコリント 14:20） 

その忍耐を完全に働かせなさい。そうすれば、あなたがたは何一つ欠け

たところのない、成熟した、完全な者となります。 （ヤコブ 1:4） 

5. ものごとに関して 

この世と調子を合わせてはいけません。むしろ、心を新たにすることで、

自分を変えていただきなさい。そうすれば、神のみこころは何か、すなわ

ち、何が良いことで、神に喜ばれ、完全であるのかを見分けるようになり

ます。      （ローマ 12:2） 
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愛には恐れがありません。全き愛は恐れを締め出します。恐れには罰が

伴い、恐れる者は、愛において全きものとなっていないのです。 

      （Ⅰヨハネ 4:18） 

B. テレイオゥ（τελειόω、完全にする・完成する、動詞） 

1. 主イエスに関して（9 回） 

イエスは彼らに言われた。「行って、あの狐にこう言いなさい。『見なさ

い。わたしは今日と明日、悪霊どもを追い出し、癒やしを行い、三日目に

働きを完了する。    （ルカ 13:32） 

それから、イエスはすべてのことが完了したのを知ると、聖書が成就す

るために、「わたしは渇く」と言われた。（ヨハネ 19:28） 

なぜなら、キリストは聖なるものとされる人々を、一つのささげ物によ

って永遠に完成されたからです。   （ヘブル 10:14） 

2. 人に関して（7 回） 

けれども、私が自分の走るべき道のりを走り尽くし、主イエスから受け

た、神の恵みの福音を証しする任務を全うできるなら、自分のいのちは

少しも惜しいとは思いません。   （使徒 20:24） 

私は、すでに得たのでもなく、すでに完全にされているのでもありませ

ん。ただ捕らえようとして追求しているのです。そして、それを得るよう

にと、キリスト・イエスが私を捕らえてくださったのです。（ピリピ 3:12） 

律法には来たるべき良きものの影はあっても、その実物はありません。

ですから律法は、年ごとに絶えず献げられる同じいけにえによって神に

近づく人々を、完全にすることができません。 （ヘブル 10:1） 

しかし、あなたがたが近づいているのは……天に登録されている長子た

ちの教会、すべての人のさばき主である神、完全な者とされた義人たち

の霊、     （ヘブル 12:22～23） 

3. 信仰、愛に関して（5 回） 

あなたが見ているとおり、信仰がその行いとともに働き、信仰は行いに

よって完成されました。    （ヤコブ 2:22） 

……神は愛です。愛のうちにとどまる人は神のうちにとどまり、神もそ

の人のうちにとどまっておられます。こうして、愛が私たちにあって全

うされました。ですから、私たちはさばきの日に確信を持つことができ

ます。この世において、私たちもキリストと同じようであるからです。愛



信徒聖書講座  第８回 律法②〜２種類の完全を見る神 

創世記から始める神さま理解  ２０２６年６月２９日(月) 

國重潔志 

第８回 - 5 

には恐れがありません。全き愛は恐れを締め出します。恐れには罰が伴

い、恐れる者は、愛において全きものとなっていないのです。 

     （Ⅰヨハネ 4:16～18） 

4. 一般的なものごとに関して（2 回） 

そして祭りの期間を終わって（過ごして）から帰路についたが、少年イ

エスはエルサレムにとどまっておられた。両親はそれに気づかずに、 

      （ルカ 2:43） 

──律法は何も全うしなかったのです──もう一方では、もっとすぐれ

た希望が導き入れられました。これによって私たちは神に近づくのです。

      （ヘブル 7:19） 

C. 新約聖書における「完全」 

1. 人は完全であることが神から求められている（旧約聖書と同じ） 

2. 道・ガイド（律法）が完了できない救いの業を、キリストは完成・完了された 

a) 道・ガイド（トーラー、律法）は神とともに歩む理想を示す 

b) 道・ガイド（トーラー、律法）を完璧に歩むことによって神に近づくので

はなく、道・ガイド（トーラー、律法）通りに歩めない人を赦すことによ

って神に近づくという救いの業を、キリストは完成された 

c) 道・ガイド（トーラー、律法）は、その理想通りに歩めない現実を人に教

え、そしてキリストによる赦しという解決へ人を導く 

3. 救い主イエスとの穏やかでわだかまりの無い（シュルム）歩みの中で人は完

全に赦され、神から見て傷一つ無い心（トム）となる 

もし私たちが、神が光の中におられるように、光の中を歩んでいるな

ら、互いに交わりを持ち、御子イエスの血がすべての罪から私たちを

きよめてくださいます。もし自分には罪がないと言うなら、私たちは

自分自身を欺いており、私たちのうちに真理はありません。もし私た

ちが自分の罪を告白するなら、神は真実で正しい方ですから、その罪

を赦し、私たちをすべての不義からきよめてくださいます。（Ⅰヨハ

ネ 1:7～9） 

a) 光の中を歩み、交わりを持つ：シュルム（穏やかで、何のわだかまりも無

い） 

b) すべての罪から私たちをきよめ：傷一つ無い心にする 

4. 私たちは天国という救いの完成に向けて歩んでいる 

a) 完全にする・完成させる、という用語は、キリストの救いの業について頻

繁に用いられている 
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b) しかし、クリスチャンについては、現世において完全になる・完成される

のではなく、やがて神の裁きの前に立つときの完全・完成に向かって歩

んでいる 

D. 旧約聖書と新約聖書の両方から考える「完全」 

1. 私たちは神の前に「傷ひとつ無い完全」であらねばならない、というのが基本 

2. しかし、人はトーラー（道・ガイド）を完璧に守ることによって完全にはなれ

ない 

3. そして、キリストによる赦しによって傷ひとつ無い完全となる 

4. そうして完全な状態なときもあるが、人は道を（御心を）外しがち 

a) だからキリストの道を歩みつつも苦悶（ローマ 7 章） 

b) 最低の罪人でしかないという自己認識（Ⅰテモテ 1:15） 

5. そのように御心を外しがちの自らが何度も赦され、完全が可能となり、圧倒

的な勝利者になれるという福音（ローマ８章） 

a) 御心外しをしないことによって達成する完全ではなく、 

b) 御心外しがキリストの十字架によって赦されて完全状態に回復する 

c) 御心を外しがちという自分自身の厳しい現実の中で、その自分自身に対

して惨めさを感じつつも、キリストの赦しにより、雪のように白く完全

になる 

【新改訳 2017】      

 私は、内なる人としては、神の律法を喜んでいますが、私のから

だには異なる律法があって、それが私の心の律法に対して戦いを挑

み、私を、からだにある罪の律法のうちにとりこにしていることが

分かるのです。私は本当にみじめな人間です。だれがこの死のから

だから、私を救い出してくれるのでしょうか。私たちの主イエス・

キリストを通して、神に感謝します。こうして、この私は、心では神

の律法に仕え、肉では罪の律法に仕えているのです。 

 こういうわけで、今や、キリスト・イエスにある者が罪に定めら

れることは決してありません。なぜなら、キリスト・イエスにある

いのちの御霊の律法が、罪と死の律法からあなたを解放したからで

す。肉によって弱くなったため、律法にできなくなったことを、神

はしてくださいました。神はご自分の御子を、罪深い肉と同じよう

な形で、罪のきよめのために遣わし、肉において罪を処罰されたの

です。それは、肉に従わず御霊に従って歩む私たちのうちに、律法

の要求が満たされるためなのです。（ローマ 7:22～8:4） 

【もやは意訳どころではない過激な言い換え】   

 私は、心の中では、神のガイドを喜んでいますが、私の中には異
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なるガイドがあって、それが私の心の中にある神のガイドに対して

戦いを挑み、私が御心外しのガイドに縛られていることが分かるの

です。私は本当にみじめな人間です。だれがこの死の人生から、私

を救い出してくれるのでしょうか。それはもちろん、私たちの救い

主イエスを通して、神に感謝していることから、誰が救い出してく

ださるのか、皆さん、お分かりですよね。話を戻しますが、こうし

て、この私は、心では神ガイドに沿いつつも、実際の日常生活では

御心外しのガイドに沿っているのです。  

 まとめてみますが、１章から６章まで説明してきましたように、

今や、キリスト・イエスにある者が御心外しに定められることは決

してありません。なぜなら、キリスト・イエスにあるいのちの御霊

のガイドが、罪と死のガイドからあなたを解放したからです。７章

で説明しました通り、人間の御心外しの現実によって弱くなったた

め、ガイドにできなくなったことを、１～６章で説明してきました

キリストによる赦しによって神はしてくださいました。神はご自分

の御子を、御心を外しがちの人間と同じような形で、御心外しのき

よめのために遣わし、人間の現実場面においての御心外しの事実に

決着をつけられたのです。それは、御心を外す道に従わず御霊に従

って歩む私たちのためにと、神のガイドが示し求めるものが、人間

の完璧な履行によってではなく神の完璧な赦しによって満たされる

ためなのです。   （ローマ 7:22～8:4） 

6. ダビデも失敗を繰り返して傷を何度も負ったが、その都度悔い改めていたた

め、完全状態が回復され、結果として、傷一つ無い人生であったという評価が

確定 

さあ、来たれ。共に論じ、結論づけよう（「論じ合おう」新改訳 2017）。

──主は言われる── たとえ、あなたがたの罪が緋のように赤くて

も、雪のように白くなる。たとえ、紅のように赤くても、羊の毛のよ

うになる。     （イザヤ 1:18） 

これらの日の後に、わたしがイスラエルの家と結ぶ契約はこうであ

る──主のことば──。わたしは、わたしの律法を彼らのただ中に置

き、彼らの心にこれを書き記す。わたしは彼らの神となり、彼らはわ

たしの民となる。彼らはもはや、それぞれ隣人に、あるいはそれぞれ

兄弟に、『主を知れ』と言って教えることはない。彼らがみな、身分

の低い者から高い者まで、わたしを知るようになるからだ──主の

ことば──。わたしが彼らの不義を赦し、もはや彼らの罪を思い起こ
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さないからだ。」   （エレミヤ 31:33～34） 

わたし、このわたしは、わたし自身のために あなたの背きの罪をぬ

ぐい去り、もうあなたの罪を思い出さない。わたしに思い出させよ。

ともにさばきに向かおう。あなたが正しいとされるために、あなたの

ほうから申し立てよ。  （イザヤ 43:25～26） 

……主に帰れ。そうすれば、主はあわれんでくださる。私たちの神に

帰れ。豊かに赦してくださるから。  （イザヤ 55:7） 

もう一度、私たちをあわれみ、私たちの咎を踏みつけて、すべての罪

を海の深みに投げ込んでください。   （ミカ 7:19） 

IV. まとめ 

A. 神は人に、傷一つ無い完全さ（トム）を求めておられる 

B. その傷一つ無い完全さ（トム）は、神の御心の完璧な実行によるのではなく、キリ

ストによる完璧な赦しによって生じてくる 

C. キリストによる完璧な赦しによる完全さ（トム）は、神との間に何のわだかまりも

無い穏やかな関係（シュルム）によって実現する 

D. ならば、御心を外してもすぐに悔い改めて神とのわだかまりの無い関係を保つよ

う心がけ（シュルムの歩みを心がけ）、それによって自分の心を傷一つ無い完全な

状態（トムの状態）にして頂くことを都度繰り返す 

E. 「私の心と合わない隣人を私が赦すように、私に起きた御心外しの事実を踏みつ

け、海の深みに投げ入れてください、そうして『わたしを論破してあなたの罪を思

い起こさせてみよ』と言って頂けるほどの豊かな赦しに、もう一度甘えさせてくだ

さい」という思いで、主の祈りを、ことあるごとに祈る 

 


